
全国的にeスポーツへの注⽬が集まるなか、京都では産学官が連携し、eスポーツを
通して観光や地域の振興、IT⼈材の育成を⽬指すプロジェクトが進められている。
その拠点となっているのが、⻲岡市にあるサンガスタジアムby KYOCERA（以下サ
ンガスタジアム）のeスポーツゾーンだ。ここにはマウスコンピューターのゲーミ
ングPC「G-Tune EM-B」が30台導⼊されており、「ロケットリーグ」などのeスポ
ーツ⼤会が開催されている。そんな京都でのeスポーツ振興の取り組みの狙いや概
要、eスポーツゾーンへの「G-Tune」導⼊による効果などを伺った。

京都をeスポーツの聖地へ。 
マウスコンピューターのゲーミングPC 
「G-Tune」が⽀えるサンガスタジアム 
 by KYOCERA eスポーツゾーン

産学官連携、eスポーツを通して地域活性化、
⼈材育成を⽬指す

京都では2021年に、eスポーツに関連する企業や団体で構成される京都eス

ポーツ振興協議会を設⽴。サンガスタジアムeスポーツゾーンを拠点に、e

スポーツ振興事業を進めている。その意図を、京都府⽂化スポーツ部⽂化

スポーツ施設課参事の細⽊憲⽒は次のように語る。 

  

「eスポーツは年齢や性別にかかわらず参加でき、さまざまな世代の交流

やコミュニケーションを促進します。ひきこもりの⽅、⾼齢者の⽅などの

新たな社会参加の機会を創出し、⼦供や学⽣へのIT教育としても有効で

す。京都府では、eスポーツを通して地域の活性化、観光振興、デジタルイ

ノベーション⼈材の育成につなげるためeスポーツ⽀援事業に注⼒してい

ます」 

 

現在、全国にさまざまなeスポーツ関連施設が登場しているが、京都の⼤

きな特徴は、産学官が密に連携し、オール京都の体制で取り組みが進めら

れていることだ。取り組みの⼤きな⼆つの柱としては、イベントの開催と

⼈材育成がある。またeスポーツを単なるゲームではなく、新しい⽂化と

して全国に発信することを⽬指しているという。

⼀般社団法⼈ジャパンeスポーツアソシエイション代表理事  尾⽅説⽒

「私どもはeスポーツを選⼿やプレイヤーだけのものにせず、⾃分でプレ

ーしない⼈も観て楽しめるものにしたいと考えています。競技者だけでな

く、観客も⼀緒になって熱狂する。eスポーツを観て楽しむ⽂化を京都か

ら発信したいのです」と京都eスポーツ振興協議会の代表幹事である尾⽅

説⽒（⼀般社団法⼈ジャパンeスポーツアソシエイション代表理事）は語

る。 

  

「京都は新しい⽂化を積極的に取り⼊れていく⼟壌があり、たくさんの⼤

学や企業があります。そんな京都で多様な⼈がeスポーツを通じて交流を

図り、新しいスポーツ⽂化が⽣まれること、そんな⽂化の発信源となるこ

とを期待しています」と、サンガスタジアムを運営する合同会社ビバ＆サ

ンガ職務執⾏者の⼩森敏史⽒も語る。 

 

今後は2万⼈以上を収容できるサンガスタジアムを活⽤し、全国から⼈が

集まる⼤規模なオフラインイベントも開催し、観光や地域の振興につなげ

ていく予定だ。

⽬的

課題

効果

eスポーツによる地域活性化、世代や性別を超え多
くの⼈が楽しむ競技へ

ゲームからeスポーツへの導き

ハイスペックPCを導⼊することで⼈が集まりeスポ
ーツの促進につながる

PCを通じてデジタルイノベーション⼈材育成の拠
点に



サンガスタジアムはサッカーやラグビーの国際試合ができる球技場のほ

か、クライミング、3⼈制バスケットボール、ドローンサッカー、コワーキ

ングスペースや保育所、⾜湯などの設備が整う多⽬的型複合施設である。

その4階にあるeスポーツゾーンではここ数年、さまざまなeスポーツイベ

ントが開催されてきた。なかでも⽬⽟は、ラジコンカーを操作してサッカ

ーをする「ロケットリーグ」だ。 

  

「このタイトルでの⼤会はすでに3年続けられており、定例会も⽉に１回

開催されています。毎回、⼤変な盛り上がりを⾒せ、すでにサンガスタジ

アムはロケットリーグの聖地になりつつあります。近畿2府5県の学⽣eス

ポーツ協会・連合が合同共催した⼤会や関⻄の企業を集めた企業対抗戦な

ども開催し、盛り上がっています。さらに実況解説者を養成したり、eス

ポーツ英会話やセキュリティー、プログラミングなどを学べたりするセミ

ナーも開催しており、好評です」（尾⽅⽒） 

  

サンガスタジアムは、eスポーツを通じてデジタルイノベーション⼈材の育

成を図る場でもある。そのため、地元の学校と連携した取り組みも進めて

いる。 

「⻲岡市にある京都先端科学⼤学のeスポーツサークルとコミュニティー

イベントを定期的に開催しています。京都府の⼩学校、中学校、⾼校の

課外学習として、スタジアムを⾒学し、eスポーツを体験してもらうツア

ーも実施しています。さらにシステムエンジニアを招いて⼩学⽣を対象

にしたプログラミング教室も開催しています」（⼩森⽒） 

 

eスポーツゾーンには⾼速のネット回線が引かれ、次世代無線LANのWi-

Fi 6環境を整備。レイアウトはイベントの内容に合わせて⾃由に変更で

きる。オフライン/オンラインのeスポーツ⼤会を実況解説とともに配信

したり、ここで⾏われている競技を録画編集して配信したりするための

設備も整っている。

配信設備も充実し、「ロケットリーグの聖

地」として注⽬されているサンガスタジアムの

eスポーツゾーン

尾⽅さんらが導⼊にあたりマウスコンピューターに要望したのは、「ロケ

ットリーグ」などのeスポーツが問題なくスムーズにプレーできることだっ

たという。その結果、Windows 10 Pro 64ビット、インテル® Core™ 

i5-12400F プロセッサーを搭載し、拡張性に優れ、幅広いeスポーツタイト

ルに対応できるゲーミングPC「G-Tune EM-B」の導⼊が決まった。 

  

「家庭ではなかなか持てない⾼スペックのPCなので、利⽤者みなさんとて

も喜びますね。選⼿たちもG-Tuneがずらっと並んだ壮観なブースを⾒ると

『おーっ』と歓声をあげ、⽬を輝かせます」（尾⽅⽒） 

  

「私も先⽇、ロケットリーグの⼤会を⾒学させていただいたのですが、若

い⽅が多く集まり、想像を遥かに超える活気にあふれた⼤会でした。マウ

スコンピューターのおかげで、選⼿や利⽤者の理想的な環境を⽤意するこ

とができたこと、感謝しています」（細⽊⽒） 

そんなサンガスタジアムのeスポーツゾーンには、マウスコンピューターの

ゲーミングPC「G-Tune EM-B」が30台導⼊されている。マウスコンピュ

ーターを選んだ最⼤の理由は、信頼性だという。 

 

「eスポーツはただのエンタメではなく、賞⾦や賞品が授与されることも

多い厳正な競技です。公平性や信頼性がとても重要です。マウスコンピュ

ーターはJeSU（⽇本eスポーツ連合）の公認パソコンで、賞⾦がかかった

数々の⼤会でも使われています。その実績をもとに導⼊させていただきま

したが、⼤変満⾜しています。これまで⼤きなイベントを何度も開催して

いますが、PCのトラブルは⼀度もありません」（尾⽅⽒） 

合同会社ビバ＆サンガ職務執⾏者 ⼩森敏史⽒

マウスコンピューターのゲーミングPC 
「G-Tune」に⽬を輝かせる選⼿たち

サンガスタジアムeスポーツゾーン

京都府⽂化スポーツ部⽂化スポーツ施設課参事 細⽊憲⽒




